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広帯域多波長画像の組み合わせによる植物健康診断システムⅢ 
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はじめに 気候変動や人口増加に伴う食糧不 

足へのリスク対策に適応可能な，植物健康診断 

システム（植物ドック）を構築している． 

方法 植物の健康診断の指標として，①構造， 

②光合成，③含有水分，④生理作用（表面温度， 

放出気体成分等）に関する情報を広帯域多波長 

測定により取得し解析診断する． 

システム 前々回１）・前回２）の内容を基に， 

中赤外撮影過程を一部自動化し，精度を上げた． 

実験結果 各波長における画像あるいは解析 

結果例を図 1～3 に示す．図 1・2 はレッドロビ 

ン葉の可視光(光化学的分光反射指数３）)，なら 

びに近赤外線(葉水分指数３）)画像である．共に 

葉脈に沿って指数が高くなり，キサントフィル 

や水分等の成分分布に関する情報が得られた 

ものと考えている．図 3 はベニカナモチ緑葉の 

2mm 四方グリッドにおける中赤外線透過率画 

像である．葉の中央に近付くにつれ，厚みと水 

分の影響で透過率が下がっている．今後は，更 

にデータを蓄積し高精度な植物の健康診断を 

目指す． 
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Fig.1 Visible light image(PRI) of a leaf 

Fig.2 Near-infrared light image(LWI) of a leaf 
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